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子どもが変わる！　授業が変わる！
「深く考える道徳」授業のススメ！！

◆加藤宣行・竹井秀文　編著
◆定価　本体 2,300 円＋税
◆B5 判／ 160 ページ
◆ISBN：978-4-7706-1065-2

『実践から学ぶ　深く考える道徳授業』新刊

2マイハート

子どものころは，ミニ四駆やプラモデル，ファ
ミリーコンピューターに夢中になっていました。
私の育った沼津市は，周りに自然がたくさんあっ
たので，虫取りも大好きでしたね。『スラムダンク』
を読むのも好きで，大学までバスケットボールを
やっていました。どこにでもいる普通の子どもで
した。
大学ではロボットの研究をしていたのですが，
友人が骨肉腫で人工関節を入れることになったと
き，ロボット技術でこの友人のために何かできな
いかと考えたことが，義足の開発をしようと思っ
たきっかけです。自分のやりたいことはロボット
開発ではなく，ロボット技術を生かして，人の役
に立つことなのだと気づいたのです。
その後，ある学会で「ロボット技術を使った義
足」についての発表を聞き，研究をしたいという
思いがさらに強くなり，アメリカへの留学を決意
しました。留学先のＭＩＴの研究室のヒュー・ハ
ー教授は，両足を失っているのですが，とてもポ
ジティブに活動されていて，研究者として義足を
研究し，自分の義足も作っているんです。義足を
コンプレックスだと感じていない強い生き方に，
かっこよさを感じました。留学中は，言葉がなか
なか通じず，つらいこともたくさんあったのです
が，なんとか乗りきれたのは，人の役に立つ義足
を作りたいという思いと，周りの人の支えがあっ
たからです。
研究を進めるにあたって常に意識していること
は，できるだけ違う方面からの知識を取り入れる
ことです。もちろん自分の専門分野の知識を深め，
自分を磨き上げることも重要です。しかし，自分
だけの研究では限界があります。例えば，自分に
は，もの作りやバイオメカニクス，生理学などの
知見はありますが，競技そのものやアスリートの
走り方などは知見がありません。その分野に関し
ては，自分で 0から勉強するよりも，多くの人た
ちとチームを組んで，さまざまな視点から教えを
乞い，研究を進めていくほうが，より早くよいも

のができると考えています。みんなでワイワイと
話し合って物事を進めていくことは，本当に楽し
いです。
今まで研究をしていくなかで，失敗や挫折を苦
に感じたことはありません。失敗や挫折は，成功
のための 1つのプロセスだと思っています。考え
る道筋は無数にあり， 1つがだめでも次の仮説を
立て，また前に進めばいいのですから。
現在は，インドのＮＰＯと協力した途上国での
義足作りと，パラリンピックで使われる義足の開
発にも携わっています。途上国では，多くの人が
義足を必要としていますが，技術も供給も追いつ
いていません。そこで，自分たちの技術を現地の
技術にプラスすることで，安価でより使いやすい
義足を提供できるようになるのではないかと考え
ています。本来の足の動きを取り戻した現地の人
たちの笑顔は，自分にとって，何ものにも代えが
たい喜びです。
また，パラリンピックでは，オリンピック選手
よりも速く走れる義足を作ることで，「障がい」
という概念を変えることができるといいなと思っ
ています。「障がいは人にあるのではなく，技術
にある」。これは，ヒュー・ハー教授の言葉ですが，
靴や眼鏡や時計といった，技術として確立してい
るものは技術だと認識されずに，「当たり前」に
身の回りに存在しています。義足はそういった意
味では，まだまだ技術として確立していません。
技術と呼ばれているうちは技術のままです。義足
が，技術と認識されない「当たり前」の存在にな
ったとき，障がいという意識もなくなると思って
います。2020年の東京パラリンピックで，世界中
の人たちの意識を変革できるよう，これからもが
んばっていきます。
1978年　静岡県生まれ。慶応義塾大学博士課程修了後，マサ
チューセッツ工科大学（ＭＩＴ）に留学。現在は，ロボット技
術を用いた身体能力の拡張の研究を行っている。ソニーコン
ピュータサイエンス研究所アソシエイトリサーチャー。2012年，

『Technology Review』が選ぶ35才以下のイノベーター 35人
に選出された。上野動物園のハシビロコウがお気に入り。
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技術の力で，
　「障がい」をなくしたい

義足エンジニア 遠藤　謙
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■各教科の教科書を資料に
加藤：「道徳と他教科の関連・連携を考える」と
いうことで，今回は「社会科」の廣嶋先生，小倉
先生にお越しいただきました。各教科と道徳の関
連・連携は今までも「道徳教育」というひとくく
りで言われてきましたが，教科化にあたり，これ
までのような形だけでの関連・連携ではなくて，
このようにしたら道徳性が高まり，さらに各教科
での学習や子どもたちの資質といった点において
も向上するであろうという，相乗効果があるよう
な関連・連携の方法がないだろうかと思っていま
す。ご専門の社会科および生活科についてお話を
うかがいながら，今までどおりのカリキュラムの
中で道徳教育を教育活動全体でやっていき，各教
科とはつながる部分はつなげていきましょうとい
うところから一歩踏み込んだ関連・連携を考えて
いければと思います。
廣嶋：私は，社会科と道徳の目標は重なると思っ
ています。実際に自分が小学校の教員の時に，社
会科の授業で道徳の副読本を社会科資料集のよう
に使ったことがあります。社会科の教科書は，歴
史上の人物が出てきた時に，たとえば伊能忠敬だ
と「正確な日本地図をつくりました」と，二，三
行の記述で終わりなのですが，そこはもう少し調
べさせたいんです。その時に，同じ人物が道徳の
副読本に載っていれば，その場で使えます。人物
の事跡に加えて，心情などにもふれていきますの
で，単に「だれが何をやった」で終わらなくなり
ます。
社会科の授業だけでは充分でないところを道徳
の授業でもやって，そしてさらにもう一回，社会
科の授業の中に戻していくことができるとなると，
社会科と道徳の両方に，相乗的に深まりが出てく
るのかなと思います。
加藤：伊能忠敬の例をあげていただいたのですが，
社会科では，忠敬が何をしたかという事跡，歴史

上の事実を事実認識する。だが，それだけでは足
りないというお話でした。道徳の授業で伊能忠敬
を扱うとしたら，「忠敬はどうしてそのようなこと
ができたのだろうか？」という部分で，「将来の日
本のために自分ができることは何か」，「高い目標
を掲げる」とか，「それをやり遂げる不屈の精神」
など，いろいろな支えがあって目標を成し遂げる
ことができ，そういう歴史上の人物のおかげで今
の日本があるということ。そこからさらに発展で，
「高い目標を掲げていろいろと創意工夫して何か
をやり遂げ，今の世の中のもとを形づくっている
人はほかにもいるだろうか？」と，社会科や総合
的学習の時間に返していくこともできますよね。
伊能忠敬をきっかけに，人間の本質論のところ
を道徳にからめて学ばせることで，「もっと詳し
く忠敬のことを調べよう」とか，「そういう人物
と今の自分たちの生き方を考えてみよう」などと
発展していく。そういう授業の組み方が大事かな
と思います。
廣嶋：やっぱり私は，生き方にまで行かないと，
社会科でも本当に学んだことにはならないと思っ
ています。単に，「何をやった」だけで終わったら，
別に伊能忠敬でなくてもよいのかなという感じは
あります。「何をやった」で止まらないで，可能
なかぎり裏づけのある資料を探しながら，子ども
たちが生き方について考えられるように展開して
いく。その時に，道徳の副読本にそれが載ってい
るとすごくありがたい。こちらがやろうとねらっ
ていることがそのまま，あるいはそれ以上のもの
が出てきますから。
小倉：伊能忠敬は，国語の教科書にも載っていま
すよね。それで，社会科で学習をする時に，国語
の忠敬と道徳の忠敬を，資料的として関連させて
使うんです。国語は結構詳しく書いてあるんです
よ。そうすると，それが忠敬の読み物資料になる
わけです。そして生き方になると今度は道徳の副

道徳と他教科の関連・連携を考える②
　～社会科・生活科との連携～

廣嶋 憲一郎聖徳大学教職大学院・教授（社会科）

小倉 勝登東京学芸大学附属小金井小学校（社会科）

（聞き手）筑波大学附属小学校（道徳） 加藤 宣行
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読本を使う。その三つを合わせたことで，実は伊
能忠敬の学習がより深くできたということがあり
ました。
廣嶋：社会的な背景などはやはり社会科の資料集
などにきちんと書いてあるのでそれを使う。それ
らが合わさると，うまくいくかもしれませんね。
■社会科も道徳も「生き方」につながる
廣嶋：たとえば，織田信長と豊臣秀吉と徳川家康
とを取り上げて，「だれが好きか」ときくような
授業があるのですが，その人物の業績や多少なり
ともエピソードなどがわかった上での好き嫌いで
はない場合も多いんですね。歴史上の人物に対し
て興味・関心をもたせるというのは，社会科の一
つの目標なので，より関心がかき立てられて，さ
らに詳しく調べていくといった方向に向かえばよ
いのですが，単にだれが好きかでは，ほとんど意
味がない。興味・関心というのは，突き詰めると
どこまで行くかわからない。最終的にはやっぱり，
生き方，共感できるもの，そしてそれが自分の生
き方に返ってくるものぐらいのところまで行った
ら，最高ですよね。
加藤：「だれが好きか」は，きっかけとしてなら
ありなのかもしれないですが，最終的な目標はそ
こではない。この人物の歴史的な業績を全部覚え
ればよいのかというと，それもゴールではない。
でもそこがゴールになってしまうような場合があ
るのではないかと思います。それを乗り越えて，
自分の生き方につなげていくためには，社会科は
社会科でできることをやり，道徳は道徳でできる
ことをやる。そして，各教科の授業がうまく有機
的に融合すると，自然と子どもたちは自分の時間
を使って動き出すだろうと思います。
廣嶋：そうですね。たとえば人物リレーのように，
社会科から道徳へ行って，道徳からさらに違う教
科につながっていくような，そういう学び方がで
きると，たぶん，別の人物が出てきた時に，今度
は子どもたちが自分で動き出せるのではないでし
ょうか。
小倉：社会の授業と道徳の授業は行ったり来たり
するんだと思うんです。３・４年生の地域の学習
では，消防団や地域の協力，防災の話があります。
社会科でも，人物について学んでいくと，最終的
にはその人物に共感して，「自分もこういう風に
なりたい」「こういう生き方をしていこう」とい

ったことが，子どもたちの感想に出てくるんです。
人物の生き方にふれながら学習を進めていくと，
その人物に共感をして，自分もそういう風になり
たいというモデルになっていくのだと思います。
その時に，道徳の副読本の同じような話とつなげ
ていくことで，より深くその人の生き方や生き様
を学習し，それがまた社会科に戻ってきます。社
会科も人物の営みや働きを中心に社会生活を見て
いくので，人物に共感していくという部分がある
のかなと思います。
廣嶋：共感というのは，道徳でも社会科でも共通
すると思います。
加藤：社会科における共感というのは，どういう
ことなのでしょうか。
廣嶋：たとえば，人物学習では，人物に対して興
味・関心をもつという要素と，その人の立場でも
のを考えるという要素ですね。そして，さらに突
き詰めると，その生き方に学ぶというところまで
行くのですが，まずは，いちばん大きいのは人物
への興味・関心をもたせられるかどうか。社会科
固有の人物学習だと，その人物の立場がどれだけ
理解できるかというところになるかもしれない。
そのステップがないと生き方にまで行かないよう
な気がします。
小倉：たぶん，それぞれの人物には，思いとか願
い，信念や使命感といったものがあり，それが活
動を支えているわけです。そこを社会科の授業だ
けで見せられればよいのですが，なかなか難しい。
そういう部分を，道徳の授業の中でより濃く学習
できると，その人物の立場に立つことができ，共
感につながっていくのではないでしょうか。
加藤：そういう，社会科でがんばっているところ
を，道徳でもやれることをきちんとやったら，よ
りいっそう，高みに行けるということですね。
廣嶋：社会科だけではかなり難しいです。時数的
な問題もありますが，一般にはそういう発想をし
ませんから。よい社会科の授業をしている人たち
はたぶん，社会科で理解させるとはどういうこと
かといった時に，その立場まで迫っていかないか
ぎりはとらえられないという発想をするけれど，
普通はやはり，表面的に流して，知識・理解中心
の展開をする人が多いのではないかと思います。
加藤：道徳も，表面的に資料を読んで，「これは
よいことだから，みんなやろうね」というのが，
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ほとんどです。
小倉：先生方に，内容の理解や，その教材の分析，
人物への思いや願いという部分がない。つまり，
先生がまずもって自分事になっていないんです。
それでは子どもが自分事にできるわけがないし，
当然，生き方にはつながっていかないですよ。
廣嶋：生き方や人物への共感というところへはた
どり着かず，その手前で終わってしまう。だから
自分自身に返ってこない。学習指導要領には，社
会参画の大切さが書かれていますし，社会科の教
科目標には「公民的資質の基礎を養う」とあるの
ですが，こういうところまで行き着く授業という
のはなかなかない。そこが変わったら，道徳のお
かげで社会科もよくなったといえるのではないで
しょうか。私はそう期待をしています。
加藤：道徳のおかげで社会科がよくなったといっ
たものが見えてきたらそれはすごいし，逆にそう
いう社会科の授業をしていただいたら，道徳の授
業での資料の読みが変わったということも出てく
るでしょう。国語でも，同じ資料を道徳でやった
ら読みが変わった，考え方が変わったということ
があります。同じ資料なのに見方が変わって広が
ってくるというのは，非常に大きな教育効果だと
思います。
■社会科・生活科と道徳は行き来できる
廣嶋：生活科は，ダイレクトに心情を考えさせて
よいと思っているんです。社会科や理科をなくし
て生活科をつくったという経緯から考えても，違
いを出すとしたらそこのところで，何のために生
活科を体験型にしたのかといったら，子どもたち
の心を耕すというのがいちばんのポイントなのだ
ろうと思っています。体験の中から感じられるも
のを子どもたちがじっくりと心の中に蓄積してい
く。単に「野菜を育てました」で終わりではなく
て，そこをしっかりとやってもらえないかなと思
っています。そして，野菜を育てる学習の時に，

この道徳の資料を読んで考えてみようといった展
開をしてくれるといいなという感じがします。野
菜というのはただ育てて食べてよかったではなく
て，もうちょっと別のつき合い方があり，そこか
らの感じ取り方もさまざまなものがあるんだとい
う，そういうメッセージが送れたらいいかなとい
う気はしています。
加藤：低学年だと，生活科で心情を深めるような
体験をさせた上で，道徳の授業をやって，それを
裏づけ，意味づけ，価値づけするような活動や学
習があり，そこからまたさらに発展して，じゃあ
今度はこういうのを育ててみようとか，そういう
連携を意識したものができそうですね。
廣嶋：家族はどこかに入っていますか。
加藤：「家族愛」という内容項目があります。社
会科でも家族は取り上げるのですか。
廣嶋：取り上げないです。生活科ができる前まで
はあったんですよ。だから，生活科で家族を取り
上げてくれないと困るんですね。子どもが最初に
出会う集団が家族で，それから地域社会へと広が
りがある。要するに，社会というのは人とのかか
わりですから，社会を見せていくいちばん基本の
単位が家族だろうと。それをきちんと扱ってほし
いという思いがすごく強くある。家族への思いや
感謝，そういうものを全部含めて，生活科と道徳
で行ったり来たりできると思うんですよね。
加藤：子どもの目指す姿，子どもがどういう風に
なってほしいかというあたりで，社会科や生活科
と道徳は一致するところがかなりあるということ
ですよね。そして教材の中に道徳と関連させたら
より深まるところがあるだろうと。
廣嶋：社会科でいうと，学習指導要領の「態度に
関する目標」が，道徳の目標と近いと思います。
加藤：道徳も社会科も共通するものがある。それ
は大事にしていかないといけないですね。
廣嶋：生活科との関係で，もう一つ，道徳では，
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生き物の死というのは何か扱っていますか。
加藤：低学年では，死は出てこないです。高学年
だと，「生命尊重」の内容項目で死を扱うものも
あります。
廣嶋：実際に，飼っている生き物が死ぬという経
験はものすごく多いんですね。生き物を飼ってい
れば，必ずそういう事態はありますから。それを，
「死んでしまって，はい終わり」ではなくて，その
時に，子どもにどういう風に始末して何を考えさ
せるかということが，大事なこととして扱われて
きたんです。きちんと死を見つめるのによい教材
もあったのですが，それが最近，生活科ではあん
まりやらなくなってきている感じがして，大事な
ことではないかなと。「いかに育てるか」というこ
ともありますが，特に低学年のうちに，そういう
動物の死を，さらに言うと，植物にも生きる・死
ぬがあるので，そういったこともどこかで扱える
といいなと思うんですけれどね。
■社会科の「問題解決」，道徳の「問題解決」
廣嶋：「問題解決的学習」がいわれていますが，
道徳ではどういったものが問題解決になるのです
か。２時間３時間の扱いだと，問題解決的にはで
きるかもしれないけれど，１時間の授業での問題
解決というものが，なかなかイメージがわかない
のですが。
小倉：社会科で行っている問題解決の学習のイメ
ージから考えると，すごく難しいと思いました。
道徳ではこれまでにも，いわゆる「こんな時にど
うする？」といった葛藤場面を取り上げているも
のがありましたよね。そういう価値判断的な部分
での問題解決なのかなと，感じたりもしたのです
が。
加藤：「問題解決」をどのようにとらえるのかは，
非常に大きな問題です。小倉先生のおっしゃった
ようなジレンマ教材を出して，話し合いが盛り上
がればそれでいいという問題ではないし，それで
は今までと変わらない。社会科でお考えの問題解
決というのは，やはり長い時間をかけて調査活動
をするといったものですか。
廣嶋：はい。単元で考えますからね。
加藤：そういうとらえなんですね。道徳だと，た
とえば入口のところで，「もっと友達と仲よくし
たいのだけれど，どうしたらいいだろうか」とい
う，子どもたちの問題意識をもとに，「じゃあ今

日の授業でこういうことをやったら解決できるか
もしれないよ」というアプローチです。ですから，
入口での問いが教科の問いではなくて，人として
の問い，生き方の問いになり，そこから道徳の授
業が始まる。それが「問題解決」になるのではな
いかと考えています。
小倉：問いが重要だとすごく思いますね。
廣嶋：問題は，「子どもがどういう問いをもつか」
ですね。問題解決的な学習だけではなくて，すべ
てにおいてそうなのでしょうが，質の高い問いが
もてるようなものを入口のところで出す。そして，
そのことをもって問題解決を行うというのはよい
ですね。
加藤：問いが大事だということは，社会科も同じ
なんですね。
小倉：そうです。社会科の学習の中でも，全体に
かかわる大きな問いや，１時間の授業の中での問
いがあります。あまり長くならないのが問いだと
思うのですが，どういう問いを設定するのかとい
うのは大事です。道徳の問いとも，共通する部分
が大いにあるのではないかと思います。
■学習時期の位置づけが大切
廣嶋：社会科にしても生活科にしても，それぞれ
の学年で学習する内容があるので，いつ学習する
かという部分が道徳とそろっていると，双方向で
行き来がしやすいと思います。社会科はほとんど
の場合，学習する時期は全国でそれほど違わない
と思います。生活科はバラバラなところがあるの
で，若干の難しさはあるかもしれませんが，学習
する時期についても考慮されていると，効果的に
使えるのかなという感じはありますね。
加藤：興味・関心をもたせて各教科の学習を行い，
道徳の授業でそれを深めて，また各教科に戻って
いく。そのためには，学習する時期をいつにする
かということが大事というわけですね。
廣嶋：やはり，何年生のどこにどういうものを位
置づけるかというのは，極めて重要になりますね。
その部分は，吟味していく必要があると思います。
加藤：お話をうかがって，道徳と社会科・生活科
は，重なる部分が非常に多いと感じました。お互
いに行き来して補完したり深めたりするには，連
携を意識した授業をつくることが重要であり，教
科になるにあたり，そのあたりを意識した指導計
画を考えていくことも必要であると実感しました。
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上記の告示に示されているように，平成27年３月改正の「学習指導要領」の規定によった，道徳教育
と道徳の授業に取り組むことが可能になっています。

「いじめ」への対応という具体的事態から，子どもたちが困難な現実の問題に対し，主体的に対処す
ることのできる実効性ある力の育成のため，「道徳教育」を通じて「事象を深く見つめ，自分はどうす
べきか，自分に何ができるかを判断し，そのことを実行する手立てを考え，実践できるようにしていく」
ことが求められています。

移行措置〜改定点をもとに
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文部科学省告示第六十三号
学校教育法施行規則（昭和二十二年文部省令第十一号）第五十二条の規定に基づき，平成二十七

年四月一日から平成三十年三月三十一日までの間における小学校学習指導要領（平成二十年文部科
学省告示第二十七号）の特例を次のように定め，平成二十七年四月一日から施行する。
平成二十七年三月二十七日

（中略）
３ 道徳

平成27年度から平成29年度までの第１学年から第６学年までの道徳の指導に当たっては，小学
校学習指導要領第１章及び第３章の規定にかかわらず，その全部又は一部について改正後の小学
校学習指導要領第１章及び第３章の規定によることができる。

（以下略）

小学校学習指導要領解説（文部科学省　以下同）道徳　第１章総説　２改訂の基本方針より

（略）道徳の時間が道徳教育の要として有効に機能することが不可欠である。今回の道徳教育の改
善に関する議論の発端となったのは，いじめの問題への対応であり，児童がこうした現実の困難な
問題に主体的に対処することのできる実効性ある力を育成していく上で，道徳教育も大きな役割を
果たすことが強く求められた。道徳教育を通じて，個人が直面する様々な状況の中で，そこにある
事象を深く見つめ，自分はどうすべきか，自分に何ができるかを判断し，そのことを実行する手立
てを考え，実践できるようにしていくなどの改善が必要と考えられる。

このような状況を踏まえ，道徳教育の充実を図るため，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教
育とその要としての道徳の時間の役割を明確にした上で，児童の道徳性を養うために，適切な教材
を用いて確実に指導を行い，指導の結果を明らかにしてその質的な向上を図ることができるよう，
学校教育法施行規則及び学習指導要領の一部を改正し，道徳の時間を教育課程上「特別の教科 道徳」

（以下「道徳科」という。）として新たに位置付け，その目標，内容，教材や評価，指導体制の在り
方等を見直した。これまでの道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行うという道徳教
育の基本的な考え方を今後も引き継ぐとともに，道徳科を要として道徳教育の趣旨を踏まえた効果
的な指導を学校の教育活動全体を通じてより確実に展開することができるよう，道徳教育の目標等
をより分かりやすい表現で示すなど，教育課程の改善を図った。
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「道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深め」
→　 学習活動を具体化して「道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・

多角的に考え，自己の生き方についての考えを深める学習」と改められています。
「道徳的実践力を育成する」

→　趣旨を明確化するために「道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる」と改められています。

内容項目は，その「手掛かり」としての言葉による表記となりました。
「１ 主として自分自身に関すること」「２ 主として他の人との関わりに関すること」「３ 主として自

然や崇高なものとの関わりに関すること」「４ 主として集団や社会との関わりに関すること」
四つの視点によるまとまりの示し方については「従前どおり」ですが，通し番号の表記と順序が以下

のように改められています。
「Ａ 主として自分自身に関すること」「Ｂ 主として人との関わりに関すること」「Ｃ 主として集団や

社会との関わりに関すること」「D 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること」。
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小学校学習指導要領解説　道徳　第1章総説　３改訂の要点　⑴第１ 目標より

道徳教育の目標と道徳科の目標を，各々の役割と関連性を明確にするため，道徳科の目標を「よ
りよく生きるための基盤となる道徳性を養う」として，学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育
の目標と同一であることが分かりやすい表現にするとともに，従前，道徳の時間の目標に定めてい
た「各教科等との密接な関連」や「計画的，発展的な指導による補充，深化，統合」は，「第３ 指
導計画の作成と内容の取扱い」に整理した上で，表現を改めた。また，道徳的価値について自分と
の関わりも含めて理解し，それに基づいて内省し，多面的・多角的に考え，判断する能力，道徳的
心情，道徳的行為を行うための意欲や態度を育てるという趣旨を明確化するため，従前の「道徳的
価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深め」ることを，学習活動を具体化して「道徳的諸
価値についての理解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方について
の考えを深める学習」と改めた。さらに，これらを通じて，よりよく生きていくための資質・能力
を培うという趣旨を明確化するため，従前の「道徳的実践力を育成する」ことを，具体的に，「道
徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる」と改めた。

小学校学習指導要領解説　道徳　第１章総説　３改訂の要点　⑵第２ 内容より

「道徳科を要として学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の内容は，第３章特別の教科道徳
の第２に示す内容とする」との規定を総則に示し，第２に示す内容が道徳科を要とした道徳教育の
内容であることを明示した。また，小学校から中学校までの内容の体系性を高めるとともに，構成
やねらいを分かりやすく示して指導の効果を上げるなどの観点から，それぞれの内容項目に手掛か
りとなる「善悪の判断，自律，自由と責任」などの言葉を付記した。

内容項目のまとまりを示していた視点については，四つの視点によって内容項目を構成して示す
という考え方は従前どおりとしつつ，これまで「１ 主として自分自身に関すること」「２ 主とし
て他の人との関わりに関すること」「３ 主として自然や崇高なものとの関わりに関すること」「４ 
主として集団や社会との関わりに関すること」の順序で示していた視点を，児童にとっての対象の
広がりに即して整理し，「Ａ 主として自分自身に関すること」「Ｂ 主として人との関わりに関する
こと」「Ｃ 主として集団や社会との関わりに関すること」「D 主として生命や自然，崇高なものと
の関わりに関すること」として順序を改めた。
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② 内容について
従来の四つの視点は，継続されます。内容項目

については，低学年３つ，中学年２つ，高学年１つ
が追加されました。その結果，内容項目数は，低
学年は19，中学年は20，高学年は22となります。
※高学年は，「愛校心」と「社会的役割の自覚と
責任」が合併し，「よりよい学校生活，集団生
活の充実」となったため，内容項目の数は変わ
りません。
＜追加された内容項目＞
・低学年：「個性の伸長」「公正，公平，社会正義」

「国際理解，国際親善」
・中学年：「相互理解，寛容」

「公正，公平，社会正義」
・高学年：「よりよく生きる喜び」
これによって，小学校低学年から中学校まで，よ
り体系的な学習が可能になると考えられます。
③ 指導方法の工夫
言語活動，問題解決的な学習，体験的な学習の
三点が挙げられています。道徳の授業においては，
すでに多くの学校で取り組まれていると思われま
すが，それを明文化することで，より意識的に取
り組むことが求められます。
中教審答申のなかで，「読み物資料の登場人物の
心情理解のみに偏った形式的な指導」や，「児童生
徒に望ましいと思われる分かりきったことを言わ
せたり書かせたりする授業」という指摘があり，
「考え，議論する道徳」への改善が求められてきま
した。次期学習指導要領のキーワード「アクティ
ブ・ラーニング」につながるものと考えられます。
道徳の授業の中で課題を見つけ，その解決方法

を主体的・協働的に考えることで，学習意欲が高
まります。そのためには，子どもたちにどのよう
に問題意識をもたせるのか，道徳の時間を通して，
どのような子どもを育てたいのか，そのために，ど
のような手立てを取るのかなど，教師が明確な
「ねらい」をもつことが必要となります。
④ 評価について
評価の在り方については，現在専門家会議で審
議されており，2015年度中にまとめが出る予定で
す。今までも評価については，学習指導要領に，さ
まざまな方法や留意点が提示されてきましたが，
指導要録や通知表に反映することもなかったため，
研究があまり進んでこなかった実態があります。
客観的な評価を行うことが困難なため，避けられ
てきたことも事実です。道徳の評価のためには，子
どもの成長や変化をみとることが大切となります。
そのためには，ワークシートや「道徳ノート」の
活用など多様な方法がありますが，評価のための
評価ではなく，子どもたちがよりよく生きること
ができるようにするためという目的を教師が見失
うことなく，日々の授業での取り組みを続けてい
く必要があります。

Ⅲ．これからへの期待
これまで述べてきたように，変わる部分も多く
ありますが，道徳教育の目標自体が変わったわけ
ではありません。今回の教科化を契機として，こ
れまで全国の先生方が切磋琢磨されながら積み上
げてきた基盤の上に，子どもたちが，よりよい生
き方を主体的に考え，実践したくなるような授業
が行われることを期待したいと思います。
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■ 教科化までのスケジュール
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Ⅰ．主な改訂点
平成30年度から，小学校では道徳が教科となり

ます。教科となることで何が変わるのか，現場では
どのような準備が必要なのか，以下にまとめました。
① 道徳教育の目標
学習指導要領の一部改正により，道徳科の目標
は下記のように変更になります。

従来は「道徳的な実践力」としていたものが「道
徳的な判断力，心情，実践意欲と態度」と明確に
なりました。「心情」よりも「判断力」を前面に出
しているところに，意図があると思われます。
②具体的な変更点
具体的な変更点は，下記の四点に集約できます。
a.	検定教科書を導入
b.	内容について，いじめ問題への対応の充実や
発達の段階をより一層踏まえた体系的なもの
に改善
c.	問題解決的な学習や体験的な学習などを取り
入れ，指導方法を工夫　
d.	数値評価ではなく，児童生徒の道徳性に係る
成長の様子を把握し，文章表記

Ⅱ．移行措置期間の準備
小学校では，平成27年度から29年度までを移行
期間と位置付け，学習指導要領一部改訂の主旨に
沿った授業を行うことができるとしています。
※教科化のスケジュールは右ページ参照。
① 検定教科書の導入
今まで，民間発行の道徳副読本をはじめ，『私た

ちの道徳』や映像教材，地域教材などさまざまな
資料をもとに授業が行われてきました。ただ，自
治体や学校の方針や予算によって，副読本購入の
実態には大きく差がありました。例えば，毎年，子
ども一人ひとりに副読本が配られるケースと，数
年に一度，備品として購入するケースでは，公平
性に欠けています。教科化によって，それらの不
公平が解消されることが期待されます。
また，2015年９月，教科書の検定基準が告示さ
れました。取扱う教材の内容や，指導上配慮すべ
き事項など，教科書の方向性が示されています。
「特別の教科　道徳」の教科固有の条件としては，
下記の三項目が新設されました。
a.	題材・活動等について
・「内容の取扱い」に示す題材（生命の尊厳，社
会参画（中学校），自然，伝統と文化，先人の
伝記，スポーツ，情報化への対応等現代的な
課題）は全て教材として取り上げていること。
・「内容の取扱い」に示す「言語活動」「問題解
決的な学習」「道徳的行為に関する体験的な学
習」について教科書上適切な配慮がされてい
ること。
b.	教材の配慮事項
・「内容の取扱い」に照らして，（中略）多様な
見方や考え方ができる事柄を取り上げる場合
には，その取り上げ方について特定の見方や
考え方に偏った取扱いはされておらず公正で
あるとともに，児童生徒の心身の発達段階に
即し，多面的・多角的に考えられるよう適切
な配慮がされていること。
c.	道徳の内容項目との関係の明示
・図書の主な記述と，道徳科の内容項目との関
係を明示し，かつその関係は学習指導要領に
照らして適切であること。
これにより，一定の基準にもとづいた教科書が，
全国一律で無償で子どもたちに配布されることに
なります。引き続き，地域教材等の活用も可能で
す。

道徳教科化で，何が変わる？
　　〜移行措置に備えるために

編集部
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よりよく生きるための基盤となる道徳性を養
うため，道徳的諸価値についての理解を基に，
自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，
自己の生き方についての考えを深める学習を通
して，道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度
を育てる。
（一部改正　小学校学習指導要領
　第３章　特別の教科　道徳　第１）
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道徳的実践を行うためには，社会で共有されてい
る道徳的価値の意義や大切さの理解が必要となる。
①価値理解
道徳授業の構想の一つ目は，人間としてより
よく生きる上で大切な内容項目を，それが大切
なことであると理解させることである。例えば，
実際の授業では，登場人物が道徳的価値の意義
やよさを実感したときの考えや思いを発問する
ことである。
②人間理解
二つ目は，道徳的価値は大切であってもなか
なか実現することができない，人間の弱さなど
を理解させることである。例えば，実際の授業
では，登場人物が道徳的価値の意義やよさをわ
かりながらも受け入れられない考えや思い，そ
して実現できなかったときの思いを発問するこ
とである。
③他者理解
三つ目は，道徳的価値を実現したり，実現で
きなかったりする場合の感じ方・考え方は一つ
ではなく，多様であるということを前提とし，
理解させることである。登場人物の悩みや迷い
を想像することで多様な感じ方・考え方が表れ，
他者理解も深まっていく。例えば，実際の授業
では「登場人物が道徳的価値の意義やよさ，実
現することの難しさ」を総合的に考察すること
ができる発問を行うことである。
④道徳的価値を理解する学習
道徳的価値は人間らしさを表すものであり，
授業の構想では，価値理解と同時に人間理解や
他者理解を深めていくように展開する必要があ
る。
道徳科の中で道徳的価値の理解をどのように
行うのかは，授業者の意図や工夫によるが，自
立した人間として他者と共によりよく生きるた
めの基盤となる道徳性を養うには，道徳的価値
について理解する学習を欠かすことはできない。
指導の際には，単に道徳的価値のよさや大切さ
を絶対的なものとして観念的に理解させる学習
にならないための配慮が必要になる。
Ⅲ　自己を見つめる
道徳的価値の理解を図るには，子ども一人ひと
りがこれらの理解を自分との関わりでとらえるこ
とが大切となる。人間としてよりよく生きる上で

大切な道徳的価値を，子どもが自分のこととして
感じたり考えたりすることである。
自己を見つめるとは，これまでの自分の経験や
そのときの感じ方・考え方と照らし合わせながら，
自分との関わりでさらに考え深めることである。
このような道徳的価値を自覚する学習を通して，
子ども一人ひとりは，道徳的価値の理解と同時に
自己理解を深めることになる。また，子ども自ら
道徳性を養うなかで，自らを振り返って成長を実
感したり，これからの課題や目標を見つけたりす
ることができるようにもなる。
道徳科の授業においては，子どもが道徳的価値
に照らして自己を見つめることができるような学
習を通し，道徳性を養うことの意義について，子
ども自らが考え，理解し，主体的に学習に取り組
むことができるように構想することが大切である。
４．物事を多面的・多角的に考える
よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う
ためには，多様な価値観の存在を前提に授業を構
想することが必要である。子どもが他者や自己と
対話したり協働したりしながら，物事を多方面か
らとらえたり，様々な角度から考えたりする機会
を設定し，多様な感じ方や考え方に触れさせる授
業を工夫する。そのためには道徳的価値の多面性
に着目させ，それを窓口にして考えさせることが
求められる。また，矛盾，対立している二項対立
の物事を扱うなどの指導の工夫も大切である。
５．自己の生き方についての考えを深める
子どもは「道徳的価値の自覚」を深める過程で，
同時に「自己の生き方についての考え」を深めて
いく。このことを強く意識させる授業構想が重要
である。
子どもが道徳的価値の理解を基に，自己を見つ
め，物事を多面的・多角的に考えることで，自己
の中に形成された道徳的価値観を基盤として，自
己の生き方についての考えを深めていくことがで
きるようにする。子どもは，道徳的価値の理解を
深めたり，自己を見つめたりする過程で同時に自
己の生き方についての考えも深めている。その際，
道徳的価値の理解を自分との関わりで深められる
ようにしたり，自分自身の体験やそれに伴う考え
方や感じ方などを想起できるようにしたりするな
ど，特に自己の生き方についての考えを深めるこ
とを強く意識した授業の構想が求められている。
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１．はじめに
教育再生実行会議の提言や中央教育審議会の答
申を踏まえ，「道徳の時間」を「特別の教科　道徳」
（「道徳科」という）として新たに位置付ける『学
習指導要領』の一部改正が行われた。これは，学
校間格差や教師の指導格差を解消し，すべての子
どもに人格の基盤である道徳性を育てる，道徳教
育のよりいっそうの充実を図ることを意図してい
る。その要となる道徳科は平成30年度から検定教
科書を導入し実施されるが，すでに平成27年度よ
り取り組み可能な移行期間となっている。学校現
場にとっては待ったなしの状態である。
平成29年度末には，道徳教育の全体計画，道徳
科の年間指導計画（評価計画含む）と，別葉，通
知表の評価の基本的な考え方と実際の記入の在り
方，指導要録との関係と，記入の具体などが，す
べてできあがっていなければならない。
その根本となるのが道徳科の授業である。道徳
科の授業の展開によっては，評価の在り方が大き
く変わってくる。子どもの道徳性を育成する評価
の在り方のためにも，27年度から学校全体で道徳
科の授業づくりに積極的に取り組む必要がある。
ここでは，特別の教科である道徳（道徳科）の
特質について踏まえ，それを生かした授業構想の
基本的な考え方について論じる。
２．道徳科の特質
道徳科の授業について，問題解決的な学習や体
験的な学習を取り入れ，指導方法を工夫するとな
っている。これは，ただ単純に問題解決型学習や
体験学習を取り入れるということではない。子ど
もが多様な価値観を前提にして，他者と対話した
り協働したりしながら，主体的に考え，議論する
道徳科への転換を図ることを意図している。
道徳科が目指すものは，学校の教育活動全体を
通じて行う道徳教育の目標と同じく，道徳性を養
うことである。そして，道徳科が学校の教育活動
全体を通じて行う道徳教育の要としての役割を果
たすべく，計画的，発展的な指導を行うというこ
とである。特に，各教科，外国語活動，総合的な

学習の時間及び特別活動における道徳教育では，
取り扱う機会が十分でない道徳的価値に関わる指
導を補ったり，子どもや学校の実態等を踏まえ指
導をよりいっそう深めたり，相互の関連を考えて
発展させ，統合させたりする指導が求められる。
３．道徳科の目標と授業の構想
道徳科の目標は，以下にも示すように，道徳科
以外における道徳教育と密接な関連を図りながら，
計画的，発展的な指導によって，これまで通り，
補充，深化，統合し，道徳的諸価値についての理
解を基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的
に考え，自己の生き方についての考えを深める学
習を通して，道徳性を養うことである。

道徳科では，前述の目標に向かって授業を構想
することが大切である。特に，次の事項を押さえ
ることが大事になろう。
Ⅰ　道徳教育の目標に基づいて行う
道徳科も学校の教育活動であり，道徳科が目指
すものは，主体的な判断に基づいて道徳的実践を
行い，自立した人間として他者とともによりよく
生きるための基盤となる道徳性を養うことである。
授業の構想ではこのことを忘れてはならない。
Ⅱ　道徳的諸価値について理解する
道徳的価値とは，人間としてよりよく生きるた
めに必要とされるものであり，人間としての在り
方や生き方の礎となるものである。学校教育にお
いては，これらのうち発達の段階を考慮して，子
どもが道徳的価値観を形成する上で必要なものを
内容項目として取り上げている。子どもが将来，
様々な問題場面に出合った際に，その状況に応じ
て自己の生き方を考え，主体的な判断に基づいて

道徳科の授業構想の展開を考える
秋田公立美術大学教授 毛内 嘉威
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【道徳科の目標】　第１章総則の第１の２に示す
道徳教育の目標に基づき，よりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養うため，道徳的諸価値
についての理解を基に，自己を見つめ，物事を
多面的・多角的に考え，自己の生き方について
の考えを深める学習を通して，道徳的な判断力，
心情，実践意欲と態度を育てる。
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導入段階では，子どもたちの意識レベルとして，
「今日の学習の見通しをもつとともに，自分の授
業前の考えを自覚し，資料に出会う」，「自分との
関わりで，登場人物の行為に共感や疑問をもち，
主人公の行為の背景（判断，心情）を考えはじめ
る」という姿を想定することが重要です。
②展開段階
展開段階では，「子どもたちの考えを明確にさ
せ，自他の考えの違いを見せる活動となっている
か」，「問いかけや教材の提示で，見逃している事
実に気づかせたり，登場人物の行為の奥にある深
い心情や判断に気づかせたりし，考えを深めたり，
立ち止まって自分の考えを見直させたりする活動
になっているか」といった観点で見直すことが大
切です。具体的な手立てとしては，次のような教
師の働きかけが考えられます。
・書く活動を取り入れる
・意見の背景にあるその子なりの見方，考え方
を明らかにさせる問い返し
・考えの違いを見せる板書
・グループ学習，ペア学習
展開段階では，子どもたちの意識レベルとして，

「中心課題に対する自分の考えを探る」，「生活経
験を想起しながら，友達の考えを聞き，自分の考
えと比べ，考えが揺さぶられる」，「考えを見直し，
広げたり，深めたりし，中心課題に対する最終の
考えをもち，学んだことをまとめる」という姿を
想定することが重要です。
③終末段階
終末段階では，「学びを通して，これからの生
き方を考えさせるものになっているか」の観点か
ら見直すことが大切です。具体的な手立てとして
は，次のような教師の働きかけが考えられます。
・写真や日記などを用いた，実際の生活場面の
提示
・心情円盤，心情グラフの利用
・ノート，評価カードの利用
終末段階では，子どもたちの意識レベルとして，

「この時間の学びから，これからの生き方の道筋
を立てる」という姿を想定することが重要です。
また，教科化に伴う評価をどうするかという観
点から，子どもたちの学びの度合いを評価する資
料を蓄積する意味からも，「書く」活動は非常に
有効となると考えられます。

３．資料選びの目を肥やす
⑴　主人公の行為の原動力となるものを追求でき

る資料
行為の原動力とは，人がもつ道徳的実践力のこ
とです。そして道徳的実践力とは，内面的資質の
ことであり，道徳的行為のエネルギーとなってい
る考え方や気持ちのことです。
主人公の行為の原動力を追求する授業を構想し
ていくには，主人公がよりよく生きようとする姿
で完結する資料が望ましいと考えます。

⑵　子どもが考えるための，よりどころとなる事
実がある資料

「道徳の時間」は，自分の生き方と主人公の生
き方を比較したり，主人公の生き方に寄り添った
りして（主人公になりきったり，共感したりして），
考えていくことが大切です。
「行間を読む」という言葉がありますが，子ど
もの生活経験だけでは個々の経験が異なるため，
課題解決のための共通の土俵に上がることができ
ない場面があります。
主人公の行為について子どもが考えるための，
よりどころとなる最低限の事実が内包されている
資料が望ましいと考えます。

４．「何をどう評価するか」を共有する
文科省が『児童の学習状況や道徳性に係る成長
の様子を継続的に把握し，指導に生かすよう努め
る必要がある。ただし，数値などによる評価を行
わないものとする。』と指摘しているように，子
どもたちが自分をいかに深く見つめ，自己課題を
見出し，実践しようとしているか，その学びの過
程をしっかり把握することが大切になってきます。
そのためには，子どもたちの学びのプロセスを
どう把握するか，把握した中身をどう評価に生か
すか，教師集団の共通理解が不可欠です。また，
教師個々の評価する力を高めることも重要な課題
です。
道徳科における評価の基本は，子どもたち個々
の心の成長の記録であり，他者と比べるものでは
ありません。子どもたちのよりよく生きたいとい
う思いを喚起し，励ますものにしなければならな
いと考えます。
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「特別の教科 道徳」の小学校での全面実施が平
成30年度に迫ってきました。

改正への討議の中では，これまでの「道徳の時
間」の授業に対して，「各教科等に比べて軽視さ
れがちではないか」，「読み物の登場人物の心情理
解のみにかたよった形式的な指導になっていない
か」，「発達の段階などを十分に踏まえず，児童・
生徒に望ましいとわかりきったことを言わせたり，
書かせたりする授業になっていないか」といった
三つの課題が指摘されました。そして，「児童・
生徒一人ひとりが『考え，議論する道徳』への転
換」を主眼とし，検定教科書の導入，内容項目に
ついての見直し，問題解決的な学習や体験的な学
習などを取り入れた指導方法の工夫・改善，学習
状況や道徳性に関わる成長の様子を継続的に把握
する評価の導入が，重要なポイントとなっていま
す。

本稿では，改正の趣旨を踏まえ，教育現場にお
ける全面実施に向けた準備内容を提言することを
目的としています。

１．自校の問題点を把握する
⑴　改正のポイントを全教職員で共有する

道徳教育推進教員を中心に，「教科化」の背景，
求められている「新しい道徳教育」，「道徳の授業」
について認識を深めるとともに，教職員の意識改
革を促す取り組みが急務です。

特に，「児童・生徒一人ひとりが『考え，議論す
る道徳』への転換」について深い考察が必要です。

⑵　これまでの道徳授業をふり返り，自校の問題
点を明らかにする

自校の道徳授業が，①他教科へ置き換えられる
ことがなかったか，②読み物や映像視聴の感想を
書くことで終わることがなかったか，③教師主導

で価値項目を教え込むことにかたよった指導では
なかったか，④子ども一人ひとりが考える授業で
あったか，この四つの観点でふり返り，自校の実
態を根本から洗い直すことが必要です。そして，
自校の実態の背景を吟味し，改善していくための
方策を練ることが重要です。

２．学習過程の見直しをする
⑴　考え，議論する道徳授業へのアプローチ

子どもたち自身のものの見方，考え方が，話し
合い活動の中で揺さぶられ，自己を見つめ，対話
し，よりよい生き方を求める授業をめざしていく
ことが求められています。

問題解決的な学習を通して，人間としてよりよ
く生きていく力を育む授業は，発問をくり返す教
師主導の授業ではなく，学習課題の設定からねら
いとする道徳的価値の自覚に至るまでの話し合い
活動の中で，子どもたちの多様な考えを出し合わ
せ，子どもたち自身がねらいに迫るものでなけれ
ばなりません。このような授業に改善するために
は，学習課程の根本的な見直しが必要です。

⑵　学習過程見直しのポイント
①導入段階
導入段階では，この授業で何を追求するか（道

徳的価値）について，「子どもに見通しをもたせ
るための資料への出会わせ方が工夫されている
か」という観点で見直すことが大切です。

具体的な手立てとしては，次のような教師の働
きかけが考えられます。

・生活実態や道徳性についての事前アンケート
の話と追求対象を把握させる問いかけ

・本時のめあて（端的な表現）のカード提示
・生活経験を想起させ，我がこととしてとらえ

られるような問いかけ

道徳の教科化にどう対応するか
～必要最低限の準備とは～

大分県小学校教育研究会道徳部会 会長
大分県杵築市立護江小学校 校長 安藤　 仁
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１ ．若年経験者教員の道徳授業を参観して
今回は若年経験者教員の「落とし穴」に焦点を
当てる。昨年度，道徳指導主事として関わったＡ
市の道徳授業から，若年経験者教員には，道徳授
業に共通するつまずき傾向があることに気づいた。
32人のつまずき傾向を下記のように分析した。

２ ．七つのつまずき傾向
つまずき傾向は次の七つに大別された。この中
には本欄で紹介してきた落とし穴もある。

３ ．自分でつまずき傾向に気づけなかった割合

上のグラフは授業をふり返った際，教員が自分
でつまずき傾向に気づけなかった割合を表してい

る。①④⑥⑦は自分自身で気づきにくいことがわ
かる。別のデータでは，①③⑥は経験を積むごと
に気づけるようになるという傾向も見られた。

４ ．学年や校種ごとの，つまずき傾向

また，つまずき傾向には学年や校種ごとに特徴
がある。⑥は小学校低学年と中学校に多く見られ
た。これは低学年では教師が子どもの発言を繰り
返したり，翻訳しようとしたりすることが要因で
ある。また中学校では教師が自分の思いを訴えよ
うとすることで話が長くなる傾向が見られた。

５ ．これらのつまずき傾向から
①や③のように，若年経験者教員は「指導案ど
おり」を目指す傾向があるが，経験を積むごとに
「ねらい」を意識して柔軟な対応ができるように
なってきている。つまり，「ねらい」を意識した
授業を心がけることが，子どもの意識の流れを重
視した柔軟性のある授業を行うポイントとなる。
そして④は，他教科の指導とも関連する。例え
ば「似ています」「質問があります」「関連した意
見です」など，発言者に対するかかわりをもたせ
る指導を積み重ねるとよい。子どもどうしで高め
合う授業を意識することが，道徳においてもより
よい授業につながるのである。

道徳授業の「落とし穴」⑤
～若年経験者教員のつまずき傾向～

千葉県子どもと親のサポートセンター 松田 憲子

①指導案どおりに流そうとする。
（形式的。発問が羅列的）

②子どもの意見を拾えない。
（つっこみや，問い返しができない）

③「ねらい」への意識が弱い。
（何を目指した授業なのかが曖昧）

④子どもどうしの意見の交流が少ない。
（教師と子どものやりとり中心）

⑤導入が長く，中心発問や終末の時間が足りない。
（頭でっかち，尻つぼみ）

⑥教師の話が長い・多い。
（説明しすぎ。不安の表れ）

⑦ワークシートに書かせすぎる。
（「書かせて発表」の繰り返し傾向あり）
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１ ．資料「世界一うつくしい体そうをめざして─
内村航平」（光文書院・３年）について
ロンドンオリンピックの体操競技で見事に金メ
ダルを勝ち取った内村航平選手の生き方が描かれ
ている。独自の工夫で自分を磨いてきた内村選手
の生き方に注目させることによって，児童にも自
分の特徴を磨いていくことで特長にすることがで
きるのだということに気づかせられる資料である。
２ ．授業のねらい
内容項目１－（５）個性の伸長に照らして，「自
分が好きだからこそ，続けてもっとできるように
がんばろうと思った」という発言や記述をねらい
にせまった状況と想定し，授業を展開していった。
３ ．デジタル道徳を活用した授業の実際
（１）動画について
デジタル道徳の中には，内村選手が実際に演技
をする動画が収められている。
次々に技を決め，着地も決める演技から，内村
選手の自らの演技へのこだわりをうかがうことが
できる。
（２）視聴するタイミング
３歳の時の内村選手は，泣き虫で技もなかなか
できなかった。そんな内村選手の気持ちを考えさ
せてから，動画を視聴させた。その上で，どうし
て，こんなに美しい技ができるように変化したの
か考えさせた。
技を実際に見ることで，技がなかなかできなか
った内村選手がどうしてこんなに素晴らしい技を
演じることができるようになったのかを考え，自
分の好きなことを大事にして，もっと伸ばしてい
きたいというねらいにせまった発言につながって
いった。

４ ．それ以外の活用方法
＜教師用指導資料より＞
①ワークシート

デジタル道徳には，教師用指導資料として様々
なファイルが準備されている。特にワークシート
が全学年全資料用意されていて大変ありがたい。
私は，道徳ノートを用意して実践を進めている。
やはり，毎回の授業で悩むのは，児童に深く考え
させるために中心発問をどうするかということで
ある。そこで，このワークシート集を参考にして，
児童の実態に合わせた中心発問を考えることもた
びたびある。
②挿絵・写真など
デジタル道徳には，挿絵や写真もたくさん準備
されている。私は，それらをiPadに取り込み，場
面絵として提示している。こうすることで，何度
も副読本を開くことなく，主人公の表情の変化や
場面ごとの様子を捉えることができる。気持ちの
変化を考えさせる場面では，さっと提示でき，子
どもたちが考えるのに役立っていると思われる。
しかし，紙で印刷した場合と異なり，常時提示で
きないことが，デメリットでもある。このあたり
を改めて工夫していきたい。

「デジタル道徳」─私の活用法─
─３年「世界一うつくしい体そうをめざして─内村航平─」の実践　ほか─

名古屋市立黒石小学校 松下 恭平
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「デジタル道徳」を活用した授業

Ｔ：どうして内村選手はこんなに変わったんだ
ろう。

Ｃ：できないのが悔しいと思った。
Ｃ：体操が好きだから。
Ｃ：もっとできるようになりたいと思った。
Ｃ：だからつらくてもがんばれた。
Ｔ：なるほど。じゃあ，金メダルが取れたから，

もう練習やめてもいいよね。
Ｃ：違う！　まだ続く！
Ｃ：まだまだ満足していないんじゃ……。
Ｃ：好きだからこそ，もっと続けようと思うん

じゃやないかな。
Ｃ：次の目標に向かってがんばるんだよ。

＜実際の板書＞
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を追っていくところなのにもかかわらず。
このように，実際の授業は予定どおりにはいか
ないのが常である。だから面白いとも言える。Ｊ
君の発言を受け，子どもたちは次々に考えを出し
合っていった。「はっとした」というのは，「あ，
しまった！」という感じだから……と類推してい
く中で，次のようなまとめができあがった。

この分類は，もちろん子どもが出した言葉を使
ってはいるものの，指導者が意図的に分けている
ことにお気づきだろうか。
①と②と③とでは，「はっとする」意味合いが
まったく違う。つまり，「はっとすればよい」わ
けではないということである。だから，「はっと
した」時の気持ちを漫然と聞いても，そのよき方
向は見えてこない。「はっとする」よさを考えさ
せなければ，本資料から道徳的よさを見つけ出す
ことができない。
そうならないために，手順を追って場面把握の
心情を問う発問をしていくわけだが，そもそも国
語の読解のように気持ちを聞いていくだけでは，
①と②と③の違いが明確になるわけではない。そ
のことは，これまでの数多くの場面発問型授業の
失敗例が如実に語っている。だからこそ，今，「わ
かりきったことを言わせない，考える道徳授業」
が模索されているのであろう。
【具体的な展開】
子どもたちは，はじめは①，②，③の立場で言
いたいことを言っていたが，最終的には③の世界
のよさについて気づいていく。（○は教師の発問，
＊とアルファベットは児童の発言）

○：みなさんは，①，②，③の，どの「はっとし
た」がいいですか？
（ほとんどの子どもが②に挙手。他者から注意
を受けて自らの行動を反省し，改めるという受
け身の意識・価値観が感じられる。）
○：①と②と③の違いは何ですか？
Ｋ：①は自分のことしか考えていない。
＊：ああ〜なるほど。（多くの子どもたちがこの

Ｋ君の発言に同意する。この瞬間にＫ君の気づ
きが全体に広がったのである。）
Ｙ：（それに対して）③は，人のこと，みんなの
ことを考えている。
Ｊ：みんなのこともだけれど，自分のことも考え
ているよ。
○：なるほど，③はみんなのために，自分で反省
できているから，自分も笑顔なのですね。
＊：そうそう，②は笑顔ではなく，怒られる，ご
めんなさいって感じ。
＊：②も自分のことしか考えていない。
○：なるほどねえ。
Ｙ：③はマナーを守れる人，ベンチの意味がわか
っている人。
Ｊ：今日，朝の会で電車の乗り方を注意されたけ
ど，この話ってそれと同じ。
＊：ああ，ほんとだ！
○：そうだね，同じことがあるね。どういうこと
だかわかるかな。
Ｈ：みんなが使う意味をわかっているなら，ルー
ルはいらない。
○：そうか！　そうだね。確かにみんなのものを
使う意味がわかっていれば，ルールはいらない
かもしれないですね。ルールがなくてもマナー
を守れる人ってどういう人？
＊：③みたいに，考える人。頭のいい人。
○：それに気づけたみなさんも，きっと人から言
われなくてもマナーを守れる人になれますね。

４ ．おわりに
このように，順番に場面を追って行かなくても，
子どもたちの発言をもとにしながら本質に向かっ
て思考を深めさせる事は可能である。むしろ，そ
の方が，ストーリーを自然に把握しながら，じっ
くりと話し合いに時間をかけられるような気がす
る。
本資料を「反省教材」ではなく，よりよい生き
方を前向きにとらえられるようにするための展開
の提案として，ご一考いただけたら幸いである。
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①　グライダーがこわれた
②　どうしよう，おこられる
③　あ！　忘れていたことがあった
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心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業心に残る道徳授業

１ ．資料について
言わずと知れた，低学年の定番資料である。私
は今年度，１年生の担任なので，自分の学級で本
資料を使った授業を行うことができた。

２ ．一般的な展開
どのような展開が一般的なのか，ちょっと興味
があったのでインターネットで検索してみた。す
ると，1,000件以上がヒットした。
しかしざっと見たところ，その多くは，似たり
寄ったりの展開になっている。この現象は，長短
両面から考察することができる。メリットは，共
通する展開案で様々な実践・検証が行われるため，
いつでもどこでもだれでも，ある程度の質を保ち
ながら授業を行うことができる，普遍性をもたせ
ることができるということである。それに対して
デメリットは，そのような「定番の資料に対する
定番の展開例」が定着すればするほど，指導案に
忠実な教師が，教師に忠実な子どもを育てるよう
になってしまわないかという懸念があることであ
る。つまり，指導案どおりの進行に目が行ってし
まい，その場で起きている子どもたちの意識の変
容を見逃してしまわないかということである。
一般的な展開は，次のようなものである。
＜導入＞
・これまで，みんなのものをどのように使ってい
たか。
＜展開＞
・夢中でグライダーを飛ばしている時のたかしと
てつおの気持ちはどんなだったか。
・はっとして顔を見合わせた時の二人は何を考え
ていたか。
＜終末＞
・これからみんなのものをどのように使っていこ
うと思うか。

いかがであろう。いかにも先が見通せる，ある
意味安心して授業に臨むことができる展開となっ
ているのではないだろうか。また，違う資料で同
じような展開をした経験は，どの先生にもおあり
なのではあるまいか。ところで，その結果はいか
がであっただろう。
もちろん，『ゆたかなこころ』（光文書院）にも
本資料は掲載されている。違うのは，「はっとして，
顔を見合わせた」二人の心情を考えさせる場面の
発問である。『ゆたかなこころ』の指導書には，
その場面の発問例として，次のように書かれてい
る。

これは，「はっとした」状況を想像する発問で
はない。「はっとした」原因はどこにあるのか，
そしてそこから二人が再認識したことは何かとい
うところまで，深く追究していく発問である。何
かものを忘れたことに気づいた時もはっとする。
すてきな人に出会った時もはっとするかもしれな
い。そのように，はっとする場面は多種多様なの
である。はっとすればよいわけではない。そのよ
うな質の違いを，道徳的な観点から分析すること
が大切である。

３ ．授業の実際
実際に授業をしてみると，資料を読み終わった
とたんに，Ｊ君が，「はっとしたってどういうこ
と……」と，つぶやいた。私はその言葉を受けて，
「うん，はっとしたってどういうことかな」と投
げかけた。授業はそこから始まったのである。本
来ならば，夢中でグライダーを飛ばしているシー
ンから順番に場面を押さえ，ていねいにあらすじ

定番資料の再考
「きいろいベンチ」をいかに授業するか

筑波大学附属小学校 加藤 宣行
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＜発問＞はっとした二人は，どのようなこと
に気づいたのでしょう。
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道徳の授業で学級が変わる②
～「リレーション」で学級を変える～

東京学芸大学附属竹早小学校 竹井 秀文
１．学級づくりに欠かせない「リレーション」
前号で「学級のルールづくり」の実践を紹介し
た。今回は，「ルール」と同様に「学級づくり」
において大切な「リレーション」の実践を紹介す
る。「リレーション」は，親和的で温かく，ふれ
あいのある人間関係のことで，「学級づくり」に
おいてたいへん重要なポイントとなる。
道徳の時間でも「いい学級とはどんな学級か」
をテーマに考えることができる。いい学級とは，
みんなが一つの目標に向かっている学級で，一人
ひとりが輝き，協力し合い，信頼し合い，認め合
える集団である。つまり，いい学級とは「まとま
っている学級」といえるだろう。
では，何がまとまっているのか。それは「心」
である。心が一つにまとまっている。それがいか
なることなのかを，学級全員で考えることで，「リ
レーション」の構築につながっていく。
２．資料『祭り日』（光文書院・4年）

３．ねらい
◎「心を一つにしたい」という協力する心と力が，
自分にあることを実感できる。
＊協力とは，互いに心を重ね合わせることを意識
して助け合うことだとわかる。
＊心を一つにするには，協力する姿と心が相互に
働き合っていることが必要だと知る。
＊自分たちの学級の中で，心を一つにした事例を
見つけ，協力する心と力があることを実感し，
よりよい学級づくりを進めようとする。

４．板書

５．授業後の子どもの感想
今日の道徳のテーマは「いい学級」です。私
は，いい学級とは一人ひとりが思いやり，やさ
しさがある学級だと思います。そして，Ａさん
の「まとまっている」という言葉が心に残りま
した。まとまるという意味は何なのか？
私は，クラスがまとまると協力が生み出され
ると思います。「まとまる」と，私たちが目指
している学級目標とはなんだか似ているように
思えました。
『祭り日』を読んでＢさんが，つながりが生
み出されていくという図（「４．板書」写真右
部分）を描きました。Ｃくんがつけたしをしま
した。そしたら，Ｄくんがこの図を見て，「か
んらん車」に見えるといいました。心がのった
かんらん車はとてもすてきです。今，私たちは
運動会がせまっています。運動会はクラスでま
とまり協力し合いたいと思います。
６．「リレーション」の構築
授業後や次の日の朝に道徳ノートなどを使い，
友達と意見を交流させる。こういった活動は「リ
レーション」を育むことにつながり，それが学級
づくりにも生きてくる。そして，このように育ま
れた力が，学級を変えていくのである。
７．まとめ
「リレーション」の実践の中で，子どもたちには，
友達とかかわって学ぶことのよさや楽しさを実感
させた。道徳の時間における交流活動は，自分の
意見を本気でぶつけ合うために行った。他教科に
もいかされ，ささいなことでも自分たちで話し合
い，解決していこうとする姿がみられるようにな
った。「リレーション」は，学級づくりの重要な
ポイントの一つとなる。
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連 載

毎年，音楽発表会で演奏される「祭り日」。あ
こがれ曲の練習が楽しみな児童たち。しかし，練
習は進まず上達しない。見かねた先生が「自分の
パートに責任をもつ」「他の楽器の音を聞いて演
奏する」ことを指導する。
児童たちは自ら「みんなの音が『重なり合う』
よう気をつけよう」と決める。練習を再開すると，
とてもよくなった。各々の楽器に出番が用意され，
よりよい演奏を目指し心が高まる。音・心が重な
り合うようになり児童らはうれしくなる。


